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二
〇
〇
四
年

　
　
日
本
共
産
党
岩
国
市
会
議
員
団

　
岩
国
市
議
会
十
二

月
定
例
会
は
、
十
二
月

一
日
か
ら
二
十
二
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

主
だ
っ
た
も
の
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

　
平
成
十
五
年
度
補

正
予
算
は
約
二
億
二

五
〇
〇
万
円
で
す
。
中

身
は
Ｊ
Ｒ
西
駅
舎
を

譲
り
受
け
活
性
化
事

業
に
七
五
一
万
円
。
乳

幼
児
医
療
助
成
費
が

対
象
年
齢
の
引
き
上

げ
で
三
二
〇
〇
万
円
。

　
重
度
心
身
障
害
者
医

療
助
成
費
が
、
対
象
者

が
増
加
し
た
の
で
三
五

〇
〇
万
円
追
加
。

　
身
体
障
害
者
の
診
療

件
数
増
加
に
よ
り
一
三

〇
〇
万
円
。

　
身
体
障
害
者
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
対
象
者
、
派

遣
回
数
、
派
遣
時
間
の

増
加
に
伴
い
一
五
〇
〇

万
円
。

本
年
四
月
開
設
予
定
の

児
童
セ
ン
タ
ー
の
調
度

品
を
そ
ろ
え
る
の
に
一

〇
〇
〇
万
円
。
医
師
会

病
院
の
救
急
部
門
運
営

費
補
助
に
八
四
〇
万
円

　
中
津
町
と
黒
磯
町
の

公
園
用
地
購
入
に
二
千

万
円
。

　
就
学
援
助
費
の
追
加

分
と
し
て
一
二
〇
〇
万

円
。
学
校
施
設
内
に
設

置
さ
れ
た
夜
間
照
明
設

備
の
、
老
朽
化
の
激
し

い
も
の
を
機
能
回
復
さ

せ
る
工
事
に
二
〇
〇
〇

万
円
。

　
こ
の
他
に
国
保
や
老

人
保
健
、
な
ど
七
特
別

会
計
の
補
正
が
計
一
億

五
〇
〇
〇
万
円
。
交
通
・

水
道
事
業
会
計
の
補
正
。

ま
た
和
木
、
由
宇
、
玖

珂
、
周
東
町
な
ど
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

へ
受
け
入
れ
処
理
す
る

こ
と
な
ど
全
議
案
が
原

案
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。
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ー
約
六
五
〇
〇
万
円
か
ら
七
七
〇
〇
万
円
に
ー

　
小
学
校
・
中
学
校
に

通
う
児
童
・
生
徒
の
い

る
家
庭
で
一
定
の
所
得

以
下
の
家
庭
へ
、
国
の

制
度
と
し
て
義
務
教
育

無
償
の
原
則
で
、
学
用

品
、
給
食
、
社
会
見
学

や
修
学
旅
行
な
ど
に
か

か
る
費
用
を
援
助
す
る

制
度
で
す
。

　
日
本
共
産
党
は
こ
の

対
象
範
囲
を
広
げ
る
よ

う
要
求
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
十
五
年
度
か
ら

手
続
き
や
対
象
範
囲
の

所
得
基
準
な
ど
を
明
確

に
し
た
事
な
ど
で
、
申

請
者
が
大
幅
に
増
え
ま

し
た
。

　
平
成
十
四
年
度
実
績

に
く
ら
べ
、
平
成
十
五

年
十
月
ま
で
で
一
、
七

二
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
当
初
約
六
四
九
四
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
し

た
が
、
三
月
ま
で
さ
ら

に
増
え
る
こ
と
も
見
込

ん
で
一
二
三
〇
万
円
を

増
額
し
た
も
の
で
す
。

　
収
入
基
準
は
生
活
保

護
基
準
の
一
、
五
倍
ま

で
で
す
。
夫
婦
共
働
き

子
ど
も
二
人
の
家
庭
で

四
百
数
十
万
円
程
度
で

す
。
詳
し
く
は
学
校
か

教
育
委
員
会
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
二
二
〇
〇
万
円
補
正

　
乳
幼
児
医
療
助
成
制

度
は
、
生
ま
れ
て
か
ら

五
歳
未
満
の
乳
幼
児

が
、
風
邪
を
引
い
た
り

病
気
に
な
っ
た
場
合

に
、
お
医
者
さ
ん
に

払
っ
た
医
療
費
の
自
己

負
担
分
を
無
料
に
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
歯
医
者
さ
ん
や

入
院
し
た
場
合
に
は
五

歳
を
超
え
て
も
小
学
校

に
入
学
す
る
ま
で
無
料

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
山
口
県

の
制
度
で
す
が
平
成
十

五
年
度
か
ら
、
対
象
年

齢
が
そ
れ
ま
で
の
三
歳

未
満
か
ら
二
歳
拡
大
さ

れ
五
歳
ま
で
に
な
っ
た

た
め
に
、
三
二
〇
〇
万

円
増
額
し
た
も
の
で

す
。
　
こ
の
制
度
は
若

い
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い

る
制
度
で
す
が
、
所
得

制
限
が
あ
っ
て
父
母
の

市
民
税
の
所
得
割
が
八

万
二
三
〇
〇
円
以
下
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
お

母
さ
ん
が
出
産
、
病
気

な
ど
で
離
職
し
た
場

合
、
お
父
さ
ん
だ
け
の

課
税
額
が
八
万
二
三
〇

〇
円
以
下
で
あ
れ
ば
対

象
に
な
り
ま
す
。

（
申
請
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
本
庁
だ
け
で

な
く
出
張
所
で
も
で
き

ま
す
。）

　
な
お
平
成
十
六
年
度

（
今
年
四
月
）
か
ら
は
現

在
の
五
歳
未
満
が
一
歳

伸
び
て
小
学
校
入
学
前

ま
で
に
な
る
予
定
で
す
）

　
日
本
共
産
党
は
さ
ら

に
対
象
年
齢
の
引
き
上

げ
と
所
得
制
限
の
緩

和
・
撤
廃
を
め
ざ
し
て

頑
張
り
ま
す
。

ー
基
金
と
合
計
で
六
億
六
〇
〇
〇
万
円
ー

　
平
成
十
四
年
度
に
国

民
健
康
保
険
会
計
の
決

算
は
二
億
七
〇
一
八
万

円
の
黒
字
。
基
金
が
三

億
八
九
〇
〇
万
円
で
合

計
六
億
六
〇
〇
〇
万
円

あ
り
ま
す
。

　
一
方
新
た
に
発
生
し

た
保
険
料
の
滞
納
額
は

二
億
五
〇
〇
〇
万
円
で

三
年
前
の
二
、
八
倍
に

も
な
り
ま
す
。
自
民
・

公
明
党
の
政
治
に
よ
る

年
金
、
介
護
、
医
療
な

ど
の
大
改
悪
を
ど
ん
ど

ん
進
め
よ
う
と
し
て
い

立石２丁目の市有地（元興亜石油）
ケアハウス建設候補地に
　長期間未利用のまま放置されていた
該当土地が、現在公募中のケアハウス
の建設予定地として売却が検討されて
いることが明らかになりました。

ま
す
。

　
不
況
・
リ
ス
ト
ラ
、

倒
産
、
失
業
。
不
安
定

雇
用
拡
大
の
波
は
市
民

の
く
ら
し
を
直
撃
し
て

い
ま
す
。
国
保
料
が
払

い
た
く
て
も
払
え
な
い

家
庭
が
増
え
て
い
ま

す
。

　
大
幅
な
黒
字
を
財
源

に
し
て
、
高
い
国
保
料

の
引
き
下
げ
や
実
効
あ

る
減
免
制
度
の
創
出
こ

そ
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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ト
の
建
物
が
設
置
し
て

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

市
民
を
威
嚇
す
る
よ
う

な
建
物
の
撤
去
を
米
軍

に
対
し
て
求
め
る
よ
う

当
局
に
迫
り
ま
し
た
。

　「
建
造
物
は
岩
国
市

も
確
認
し
防
衛
施
設
庁

を
通
じ
米
軍
に
建
物
の

目
的
な
ど
問
い
合
わ
せ

た
結
果
、
回
答
は
保
安

上
回
答
で
き
な
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。」
と

答
弁
。

　　
　
　  

　    

　

　　
藤
本
議
員
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
で

の
沖
縄
基
地
内
の
ウ
ミ

　
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク

の
不
法
な
軍
事
占
領
が

続
く
な
か
で
、
日
本
共

産
党
は
イ
ラ
ク
へ
の
自

衛
隊
の
派
兵
計
画
の
中

止
を
厳
し
く
求
め
、
岩

国
基
地
を
利
用
し
た
米

軍
、
自
衛
隊
の
訓
練
が

短
期
日
の
う
ち
に
三
回

も
立
て
続
け
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
初
め
て

自
衛
隊
が
米
軍
岩
国
基

地
を
警
備
す
る
と
言
う

訓
練
に
対
し
て
藤
本
議

員
は
「
岩
国
市
と
し
て

自
衛
隊
に
対
し
て
情
報

公
開
を
求
め
、
訓
練
の

内
容
な
ど
を
含
め
市
民

に
不
安
を
持
た
せ
な
い

よ
う
」
求
め
ま
し
た
。

　
基
地
沖
の
岩
国
市

の
し
尿

処
理
場

の
奥
の

基
地
と

の
境
界

の
フ
ェ

ン
ス
の

内
側
に

「
狙
撃

用
」
と

思
わ
れ

る
コ
ン

ク
リ
ー

狙撃用と思われる建造物狙撃用と思われる建造物狙撃用と思われる建造物狙撃用と思われる建造物狙撃用と思われる建造物

ミ
バ
エ
根
絶
も
例
示
し
、

米
軍
に
対
し
て
根
絶
す

る
た
め
の
具
体
的
な
措

置
を
と
ら
せ
る
よ
う
市

当
局
に
求
め
ま
し
た
。

　
中
学
校
給
食
を
全
校

で
実
施
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
た
こ
と
は
大
変

喜
し
い
。
具
体
化
に
際

し
て
は
「
地
域
や
学
校

の
状
祝
に
応
じ
た
、
自

校
・
親
子
方
式
と
セ
ン

タ
ー
方
式
の
併
用
」
と

の
委
員
会
の
提
言
の
重

要
性
を
指
摘
。

　今まで何人かの先輩議員がスロープの改善
を要求してきた中で、市当局は、岩国駅地下
道は改良が困難といっていました。私は「発
想を転換してエレベーターをつけたらどう
か、高齢者や女性、障害者などにやさしい街
づくりを進めることが必要ではないかやる気
になればできる！と追求しました。

岩国駅地下道岩国駅地下道岩国駅地下道岩国駅地下道岩国駅地下道
チラシ配布応援・なんでも22-3009

通
津
に
進
出
が
予
定
さ

れ
て
い
る
「
木
質
チ
ッ

プ
発
電
所
」
の
安
全
性

に
つ
い
て
質
問
。
家
屋

解
体
材
な
ど
産
業
廃
棄

物
焼
却
に

よ
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン

な
ど
環
境

対
策
を
充

分
取
ら
せ

る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ゴ
ケ
グ
モ
が
門

前
川
渡
っ
て
、
米
軍
の

門
前
住
宅
の
放
置
自
動

車
の
中
で
発
見
さ
れ
た
。
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総
務
常

任
委
員
会

で
藤
本
議

員
は
同
和

行
政
に
つ

い
て
「
特

別
措
置
に

関
す
る
法

律
」
が
平

成
十
四
年

三
月
に
終

了
し
国
が

今
後
の
同

和
行
政
に

つ
い
て

一
、
特
別

対
策
の
終

了
。

二
、
地
方

単
独
事
業

に
つ
い
て

見
直
す
。

方
針
を
示

し
て
い

る
。
岩
国

市
で
も
こ
の
方
向
で
見

直
す
つ
も
り
は
無
い
の

か
、
と
し
て
特
に
団
体

補
助
金
が
六
一
六
万
円

と
多
額
に
支
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
。

　
市
内
の
各
種
団
体
へ

の
補
助
金
は
削
ら
れ
て

い
る
の
に
同
和
関
係
団

体
だ
け
特
別
扱
い
す
る

の
は
見
直
す
べ
き
だ
。

と
質
問
し
ま
し
た
が
市

当
局
は
当
面
見
直
す
考

え
は
無
い
と
の
答
弁
で

し
た
。

　
十
二
月
十
五
日
、
午

前
十
一
時
過
ぎ
に
米
軍

岩
国
基
地
の
業
者
入
門

ゲ
ー
ト
で
、
入
門
し
よ

う
と
し
た
業
者
の
ト

ラ
ッ
ク
に
、
爆
発
物
に

反
応
す
る
よ
う
に
訓
練

さ
れ
て
い
る
軍
用
犬
が

反
応
し
た
。

　
幸
い
な
こ
と
に
何
も

無
か
っ
た
も
の
の
ゲ
ー

ト
は
一
時
、
閉
鎖
さ
れ

警
察
官
が
出
動
し
パ
ト

カ
ー
で
付
近
の
住
民
に

避
難
す
る
よ
う
呼
び
か

け
る
と
い
う
事
件
が
発

生
し
た
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
米

軍
側
か
ら
岩
国
市
に
対

し
て
何
の
連
絡
も
な
く

て
、
市
が
知
っ
た
の
は

事
態
の
処
理
が
全
部
終

わ
っ
て
警
察
か
ら
報
告

が
あ
っ
て
初
め
て
知
る

と
い
う
不
手
際
で
し
た
。

　
藤
本
議
員
は
「
こ
ん

な
事
で
岩
国
市
と
し
て

市
民
の
安
全
に
責
任
が

も
て
る
の
か
」
と
追
求
。

市
当
局
は
「
口
頭
で
基

地
に
申
し
入
れ
て
、
翌

日
報
道
部
か
ら
遺
憾
の

意
思
が
表
明
さ
れ
た
」

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

　
　
　
ー
藤
本
議
員
は
採
択
主
張
ー

　
戦
前
の
日
本
軍
国

主
義
を
支
え
る
、
国

民
弾
圧
の
法
的
柱
と

も
な
っ
た
「
治
安
維

持
法
」
に
よ
る
犠
牲

者
へ
の
国
家
賠
償
を

求
め
る
誓
願
が
、「
国

家
賠
償
を
求
め
る
同

盟
」
か
ら
提
出
さ
れ

ま
し
た
。（
紹
介
議

員
・
大
西
、
山
田
、

藤
本
）　
　

　
藤
本
議
員
は
国
家
犯

罪
、
戦
争
犯
罪
で
は
ド

イ
ツ
な
ど
で
は
時
効
を

中
断
し
て
、
世
界
の
果

て
ま
で
、
大
量
虐
殺
に

加
担
し
た
人
を
追
っ
て

処
罰
し
て
い
る
。
ぜ
ひ

採
択
を
と
主
張
し
ま
し

た
」

　
市
政
ク
ラ
ブ
の
一
委

員
は
「
太
平
洋
戦
争
は

自
衛
戦
争
。
我
々
の
ご

　

先
祖
様
に
申
し
訳
な

い
と
思
う
か
ら
採
択

す
べ
き
で
は
な
い
」

と
し
て
反
対
。

　
清
風
ク
ラ
ブ
の
一

委
員
か
ら
「
い
ろ
い

ろ
な
考
え
方
が
あ
る

の
で
調
査
・
研
究
に

し
て
ほ
し
い
」
と
主

張
。
こ
の
意
見
が
多

数
で
継
続
審
議
に
な

り
ま
し
た
。


